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令和５年降下訓練始め行事に関するお知らせ 

 

１ 降下訓練始め行事の趣旨 

  本行事は、１年間の降下安全を祈願するための行事であり、あわせて落下傘による降 

下及びヘリコプターを使用した空中機動作戦等を第１空挺団に対する理解と信頼を醸成 

するため、３年振りに一般公開します。また、本年は、日・米・英・豪間の相互信頼の 

醸成及び祝賀を目的とした米陸軍、英陸軍及び豪陸軍による展示降下を行います。 

 

２ 期 日 

  本 番：令和５年１月８日（日）（開門０８３０、閉門１４００） 

  予 行：令和５年１月６日（金）（予備日：７日（土）） 

※ 予行の一般公開はありません。 

 

３ 場 所 

  陸上自衛隊習志野演習場 

 

４ 編 成 
 (1) 実行委員長 
   第１空挺団長 陸将補 若松 純也 

 (2) 実施部隊 
   第１空挺団 
 (3) 支援部隊 
  ア 陸上自衛隊 
    東部方面隊、富士学校、高射学校、通信学校、水陸機動団、第１ヘリコプター

団、中央即応連隊、国際活動教育隊等 
  イ 海上自衛隊 
    教育航空群 

ウ 航空自衛隊 
    航空支援集団 
  エ 米軍 約７０名 

   (ｱ) 米空軍 第５空軍第３７４空輸航空団 
   (ｲ) 米陸軍 第８２空挺師団、第１１空挺師団、第１特殊部隊群第１大隊 
   (ｳ)  米海軍 第５空母航空団 
  オ 英軍 約３０名 
    第１６空中強襲旅団  
  カ 豪軍 約１０名 
    国防軍空挺学校 

 

５ 一般公開内容 

(1) 指揮官等降下展示 

空挺団及び米英豪陸軍による空挺降下・自由降下の展示 

 (2) 地上訓練展示 

   島嶼防衛を想定した空挺作戦及びヘリボン作戦の展示（空挺団及び米英の降下含 

む。） 

 



２」 

 

(3) 飛行訓練展示 

   陸上自衛隊のヘリコプターによる編隊飛行の展示 

 

６ その他 

(1) 新型コロナウイルス感染症防止の観点から、次の事項にご協力ください。 

 ア マスクを着用での参加 

 イ 発熱（３７．５度以上）の症状がある方の参加はご遠慮ください。 

  ※ 入場の際、検温を行い３７．５度以上ある方は入場をご遠慮いただきます。 

 ウ 感染症対策のため、場内には飲食物を販売する売店及び飲食のためのエリアはご 

ざいませんのでご了承ください。 

(2) 天候等の状況により、一部内容の変更、又は中止させていただく場合があります。 

  ※ 行事の中止・変更は、当日朝にホームーページで告知させていただきます。 

 


